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In this paper, we propose a method to present the relevant information for a better understanding of the content
of web site. When you select a keyword that is included in the web site while Internet browsing, this prototype
service searches for relevant information about the keyword using the various linked open data that has been widely
published.

1. はじめに
インターネットのWebサイトの利用は，世の中の情報や知

識を得るための一般的な手段となった．日本人の情報行動に
関する調査 [総務省 15] によると，「世の中のできごとや動き
について信頼できる情報を得る」際に，インターネットを最
も頻繁に利用すると答えたユーザの数は，2012年では全体の
14.7%であり，2000 年時点での 0.4%という数値と比べると，
大きく増加している．また，Webの持つ特徴であるハイパー
テキストは，情報の補完をするために大きな枠割を担ってい
る．例えば，Webサイト閲覧中にハイパーテキストをクリック
すると，そのリンク先Webサイトにおいて，クリックしたテ
キストに関連した情報を閲覧することができる．このように，
Webサイトとそれらをつなぐハイパーテキストにより，ユー
ザは複数のWebサイトを移動しながら，知りたい情報の詳細
や，新たな気づきを得たりすることが可能となった．
一方で近年，インターネットには数多くのオープンデータ

が公開され，利用されている．例えば，ユーザの集合知を集
めたWikipediaは，物事に関する情報を得る手段として一般
的になっており，ユーザの情報探索行動における特徴として，
Wikipediaを起点としてWebサイトを行き来する行動などが
確認されている [安蒜 10]．ソフトウェア処理可能な形式で記
述されたオープンデータは，Linked　Open　Data（LOD）
と呼ばれる．例えば，日本語版Wikipediaの情報は，日本語
版 DBpedia∗1 において LODとして公開され，利用されてい
る．DBpedia以外にも，書籍，芸術作品，観光情報などに関
する整理・構造化された情報が LOD として公開されており，
さまざまなサービスから活用できるようになっている．
本稿では，Web閲覧中に興味を持ったテーマに関連する情

報を，さまざまな LODを横断的に検索することで容易に得る
ことのできるシステムを提案する．インターネットブラウザ
に，ユーザが指定したキーワードに関する情報をさまざまな
オープンデータから抽出・閲覧できるインターフェースを提供
することで，ユーザの情報探索行動を効果的に支援することが
可能となる．

連絡先: 宮崎勝，NHK放送技術研究所，
東京都世田谷区砧 1-10-11，miyazaki.m-fk@nhk.or.jp

∗1 http://ja.dbpedia.org/

2. Webブラウザにおける補完情報検索
インターネットブラウザの中には，Webサイト上の興味を

持ったキーワードをマウスで選択し，コンテキストメニュー ∗2

を表示させることにより，そのキーワードの解説文などを閲覧
できるものがある．例えば，Apple社の Safariでは，Webサ
イト上で興味を持ったキーワード（例：「鯖江市」）をドラッグ
して選択し，コンテキストメニューから「“鯖江市”について
調べる」という項目を選択することにより，「鯖江市」に関す
るWikipediaの記事などをブラウザ上にオーバーラップして
表示することができる（図 1)．このような機能により，ユー
ザが閲覧中のWebサイトに関連する情報を，簡単に得ること
ができる．
筆者らは，ブラウザのこのようなインターフェースを利用し

た関連情報提示サービスとして，「マイ健康ディクショナリ」を
提案している [miyazaki 15]．マイ健康ディクショナリは，Web

サイト閲覧中に気になった健康関連キーワードをマウス選択
することにより，そのキーワードに関連したテレビ番組の情報
を表示する機能を持つ．ユーザはその番組情報を起点に，健康

図 1: SafariにおけるWikipedia情報の表示
　　　　（出典:総務省ホームページ）

∗2 GUI で表示されたコンテンツの中のアイテムをクリックするこ
とで表示されるポップアップメニュー
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番組のWebサイトを閲覧したり，番組の動画を VOD(Video

on Demand)で視聴することが可能となっている．また，「知
識マップ」と呼ばれる構造化知識を利用することにより，ユー
ザが選択したキーワード Aに直接関連する健康関連番組の情
報を提供するだけでなく，Aに関連した別のキーワード Bを
知識マップから取得し，Bに関連した別の番組などを提示する
連想検索も可能となっている．図 2に，マイ健康ディクショナ
リの画面イメージを示す．図 2の例では，ユーザが「脳梗塞」
というキーワードを選択し，さらにそのキーワードに紐付いた
関係である「予防法」を選択した際に，「脳梗塞の予防法」に
関連した番組の一覧を表示している．さらに，脳梗塞の予防に
効くと言われている「黒酢」のレシピを紹介した料理番組など
も表示することができる．
次章では，このマイ健康ディクショナリを拡張して実現した，

さまざまなオープンデータを横断的に検索・表示できる “Open

Knolwedge Dictionary”サービスの概要について述べる．

3. Open Knowledge Dictionaryの開発
オープンデータを統合的に扱うサービスとしては，世界中

で公開されている LODを収集して検索することのできる活用
基盤，LOD4ALLが提案されている [naseer 14]．従来，特定
の対象に関する情報をさまざまな LODから検索する際には，
個々の LODに対して個別にクエリを発行し，情報を抽出した
うえで統合しなければならなかったが，LOD4ALLのような
活用基盤を利用することにより，ユーザが興味を持った対象に
関する情報を，世界中の LOD の中から見つけ出すことがで
きる．
一方筆者らは，ブラウザ上に表示されているWebコンテン

ツに関連した情報を，公開されているさまざまな LODを横断
的に検索することで取得し，ブラウザ上に提示するサービスの
開発を進めている．どのような LODをどのような形式でユー
ザに提示するかというポリシーを設定ファイルとして記述でき
るようにすることで，ユーザは興味のあるテーマに関する情報
を，さまざまな LODから容易に抽出し，それぞれの情報の特
徴に合った形で閲覧することが可能となる．

3.1 設計思想
Open Knowledge Dictionaryは，インターネットブラウザ

を利用したWeb閲覧中に，ユーザが選んだキーワードに関連
する情報を簡単な操作で得られることを目的としたサービスで
ある．このことから本サービスは，独立したアプリケーション
ではなく，Googleの Chromeブラウザのアドオンとして実装
することとした．ユーザはまず，Open Knowledge Dictionary

アドオンがインストールされたChrome上で，興味のあるキー
ワードをマウスで選択する．次にコンテキストメニューから

ためしてガッテン	  

図 2: マイ健康ディクショナリサービス

Open Knowledge Dictionaryを選ぶと，選択したキーワード
のそばに，個々の LOD データを表す LOD 名ボタンが並ぶ．
ユーザがその中から 1 つを選択すると，該当する LOD から
キーワードに合致する情報を検索し，その結果を LOD名ボタ
ンの脇にリスト表示する．

LODからの情報取得方法は LODサイトによってさまざま
であり，情報抽出の際にはその違いを考慮した処理が必要であ
る．本サービスでは，個々の LODに合わせた取得方法および
提示方法を，サービスの設定ファイルとして定義できるように
することで，JavaScript などのソースコード修正を行うこと
なく各種 LODからの情報検索処理を実装できるようにしてい
る．処理の流れを，図 3に示す．

manifest.jsonはサービスが最初に参照する設定ファイルで
あり，処理に用いる他の設定ファイル，menuconfiglist.json，
およびmenuxxxxx.jsonの場所が記述されている．menucon-

figlist.json ファイルには，menuxxxxx.json（“xxxxx の” 部
分は任意に記述可能）ファイルのリストが記述されている．
menuxxxxx.json ファイルは，利用する LOD ごとに存在す
る設定ファイルであり，それぞれの LODの取得方法と表示方
法を記述する．以降の節で，LODの取得方法，取得したデー
タの提示処理ついて解説する．

3.2 LODの取得方法
データを取得するための LODへのアクセス方法は，LOD

の提供形態によって大きく次の 3つに分類される．

• SPARQLによるアクセス
SPARQLエンドポイントに対して SPARQL文でのリク
エストを行うことにより，目的のデータを取得する

• APIによるアクセス
指定されたWebAPIに，所定のパラメーターやキーワー
ドを指定したリクエストを行うことにより，目的のデー
タを取得する
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図 3: Open Knowledge Dictionaryの処理の流れ
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• データ取得によるアクセス
指定された WebAPI でファイルデータを取得し，その
ファイルの中から目的のデータを抽出する

1つめのタイプは，データサイト自体が SPARQLエンドポ
イントを整備している場合（例：日本語版 DBpedia，ヨコハ
マ・アート・LOD∗3）のアクセス方法であり，データを取得す
る際には，WebAPIの HTTPリクエストの中に SPARQL文
を内包し，目的の情報を JSON形式などで得る．

2つめは，データサイトに SPARQL文を受け付ける機能が
無い場合であり，データサイトが独自に規定したパラメーター
などをHTTPリクエストに設定して送る手法である．（例：ぐる
なびレストラン検索 API∗4)．こちらも，レスポンスを JSON

形式などで取得することができる．
3つめは，RDFなどのデータファイルそのものをデータサイ

トから取得し，そのファイルの中から，目的の情報を取り出す
手法である．これは，データの公開などを目的とした「データ
カタログサイト」（例：LinkData.org∗5 で公開されているデー
タ作品など）を対象とした場合に利用する手法である．

3.3 データ取得・表示処理
本節では，「SPARQL によるアクセス」によりデータを取

得するタイプの LOD を対象とした処理の流れを例示する．
Open Knowledge Dictionary サービスではまず，menucon-

figlist.jsonを読み込み，検索対象となる LODのリストを得る
（図 3（1）)．次に，LODリストに基づき，各 LODごとの処
理が記述されたmenuxxxxx.jsonファイルを読み込み，処理定
義データを得る（図 3（2）)．
図 4に処理定義データmenu yart.jsonの例を，図 5にWeb

ブラウザ上での LOD情報の表示例を示す．この例は，ヨコハ
マ・アート・LODからある特定のキーワードに関するイベント
の情報を抽出し，表示する処理を表している．図 4中の “end-

pointurl”はアクセスするエンドポイント，またはWebAPIの
アドレスを示している．“menuname” は表示の際の LOD名
ボタンのラベルである．“sparql” には実際に LOD サイトに
送信する SPARQL文の書式を記載する．

menuxxxx.json中に書かれている　 “RSV ”で始まるワード
は予約語を表している．予約後の一覧を表 1に示す．データ取得
用の予約語は，ユーザが選択したキーワードや日付などを，デー
タサイトからデータを抽出する際の条件として設定するために利
用される．それらはmenuxxxxx.jsonの，“sparqlplaceholder”
の項目で指定され，SPARQLの文中ではWHERE句の中で
指定される．例えば，menuxxxxx.json の “sparql” の項目で
記述された SPARQL 文の中の RSV KEYWORD の部分は，
ユーザが選択したキーワードに置換される．その SPARQL文
がデータサイトへ送信され，得られたレスポンスから表示用の
データを生成する（図 3（3））．
情報表示用の予約語は，SPARQLリクエストで得られる結果

の中から，実際に何をどのように表示するかを設定するために利
用される．SPARQLで取得される “label”,“description”とい
った値と予約語の関係性は，menuxxxxx.jsonの “apimapkey”

の項目において，マッピング情報として記述される．例えば，
SPARQL 適用の結果得られるレスポンスの “label” の値は
RSV TITLEの中に入ることになる．

“headerform”,“titleform”，“titleplaceholder”，“descrip-

tionform”，“descriptionplaceholder”，“additionalinfo-

∗3 http://yan.yafjp.org/lod/
∗4 http://api.gnavi.co.jp/api/manual/restsearch/
∗5 http://linkdata.org/

form”, そして “addinfoplaceholder” は，SPARQL によっ
て得られた情報のうち，実際に何をどの順番で表示する
かを設定する部分である．例えば，“additionalinfoform”

の中の “RSV STARTPERIOD”，“RSV ENDPERIOD”，
“RSV LOCATION”という部分は，それぞれ SPARQLのレ
スポンス中の，“dtstart”，“dtend”，“location” という変数
に入っている値（文字列）に置き換えられ，その結果，「開催
期間情報」の下に「場所情報」を出す，といったレイアウト
で表示される（図 3（4）)．このように，どの情報をキーに
LODデータサイトから情報を抽出し，得られた結果をどのよ
うに表示するかを，１つの JSONファイルの中で記述するこ
とができる．

LODの提供形態が「APIによるアクセス」「データ取得によ
るアクセス」の場合に関しても，同様にmenuxxxxx.jsonファ
イルの中でその取得方法，および表示方法を指定することで，
LODの情報をブラウザ上で表示することが可能である．この設
定ファイルに関しては，Open Knowledge Dictionaryのサー
ビスを実施する（アドオンを提供する）事業者が，ユーザが利
用するであろう LODデータを想定して事前に提供してもよい．
またユーザ自身がその設定ファイルを書き換えて，自分にとっ
て有用な LODデータサイトおよびそこから得た情報の表示方
法などをカスタマイズしてもよい．さらに，LODデータの提供
者側で，Open Knowledge Dictionary用の設定ファイルを公
開する，という形態も考えられる．サービスの JavaScriptなど
を修正することなく，検索対象の LODサイトやその情報の表
示方法を変えられるところが，Open Knowledge Dictionary

の大きな特徴である．

3.4 インターフェース
Open Knowledge Dictionaryの情報表示画面例を図 6に示

す．この例では，Webサイト上の「生涯学習」というキーワー
ドを選択し，その関連情報を LOD から取得し，表示してい
る．日本語版 DBpediaからはキーワードに関連する解説の情
報を，国会図書館の LOD∗6 からは関連する書籍データを，ヨ
コハマ・アート・LODからは関連する芸術系イベントの情報
を取得し，ユーザがそれらの中から所望の情報を選択して表示
することが可能となっている．
また，Open Knowledge Dictionaryのアドオンをインストー

ルすると，Chromeのアドレスバーの脇に，Open Knowledge

Dictionary ボタンが表示される．ユーザがキーワードをマウ
ス選択していない状態でこのボタンを押下すると，本サービス
は閲覧中のWebサイトからすべてのテキスト情報を抽出して
形態素解析し，最も頻度の高い単語（名詞に限定）を検索キー
ワードとして LODの検索処理を行う．このように，ユーザが
検索キーワードを指定することなく，Webサイトのテーマに
関連する情報を各種 LODから検索し，提示することも可能と
なっている．

4. おわりに
本稿では，インターネットブラウザ上でWebサイトを閲覧

している際に，ユーザが興味を持ったキーワードに関する情報
を各種オープンデータから検索し，統合的に表示できるサービ
スを提案した．表示項目を設定するための予約語は，現在は想
定するオープンデータの特徴に合わせて作成しているが，今後
は schema.org∗7 などの共通語彙の導入を検討し，選択された
キーワードが属するドメインに合わせた形で検索結果を表示す

∗6 http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/standards/lod.html
∗7 http://schema.org/
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{

"endpointurl": "http://data.yafjp.org/sparql?
default-graph-uri=&format=PLH_FORMAT&timeout=0&query=",

"encodetarget": [{
"PLH_FORMAT": "application/sparql-results+json"

}],
"menuname": "横浜アート情報",
"menuid": "yartInfo",
“ responseType”: “ JSON”,
“ method”: “ GET”,
"sparql": "

PREFIX rdf:<http://www.w3.org/.../22-rdf-syntax-ns#>
PREFIX rdfs: <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#>
PREFIX yav: <http://yafjp.org/terms/yav/1.0#>
PREFIX cal: <http://www.w3.org/2002/12/cal/icaltzd#>
PREFIX schema: <http://schema.org/>
SELECT DISTINCT
?label ?description ?dtstart ?dtend ?url ?location

WHERE {
?s a yav:Event;

rdfs:label ?label;
schema:description ?description;
cal:dtstart ?dtstart;
cal:dtend ?dtend.

OPTIONAL { ?s schema:url ?url. }
OPTIONAL { ?s cal:location ?location. }
FILTER (xsd:dateTime(?dtstart) <=
\"RSV_TODAYISO8601\"^xsd:dateTime &&
xsd:dateTime(?dtend) >=
\"RSV_TODAYISO8601\"^^xsd:dateTime ).
FILTER (contains(ucase(str(?description)),
\"RSV_KEYWORD\") ||
contains(ucase(str(?label)), \"RSV_KEYWORD\")).
FILTER (lang(?label) =\"ja\" )

} ORDER BY ASC(?dtend) LIMIT 100",
"sparqlplaceholder": [

"RSV_KEYWORD",
"RSV_TODAYISO8601"

],
"apimapkey": {

"RSV_TITLE": "label",
"RSV_LINKURL": "url",
"RSV_DESCRIPTION": "description",
"RSV_STARTPERIOD": "dtstart",
"RSV_ENDPERIOD": "dtend",
"RSV_LOCATION": "location",
"RSV_ADDITIONAL": ""

},
"bannerurl": "image/yokohama-art-lod-logo.png",
"headerform": "<a href=’http://yan.yafjp.org/lod’

style=’text-decoration: none;’ target=’_blank’>
<img src=’RSV_IMAGEPATH’ width=’209px’
height=’30px’ class=’sourcelogo’
alt=’ ヨコハマ・アート・LOD’
title=’ ヨコハマ・アート・LOD’/></a>",

"nolinkurl": "http://yan.yafjp.org/lod",
"titleform": "<a href=’RSV_LINKURL’ target=’_blank’

style=’text-decoration: none;’>
<span class=’linkinmenu’>RSV_TITLE</span></a>",

"titleplaceholder": [
"RSV_TITLE",
"RSV_LINKURL"

],
"descriptionform": "RSV_DESCRIPTION",
"descriptionplaceholder": ["RSV_DESCRIPTION"],
"additionalinfoform": "RSV_STARTPERIOD

～RSV_ENDPERIOD<br>RSV_LOCATION",
"addinfoplaceholder": [

"RSV_STARTPERIOD",
"RSV_ENDPERIOD",
"RSV_LOCATION"

],
}� �
図 4: 処理定義データファイル（menu yart.json）の記述例
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図 5: LODデータの表示例

る手法を検討する．さらに，閲覧対象のWebコンテンツの内
容情報を深く解析することにより，コンテンツの理解をより促
進する情報を外部のデータリソース群から検索し，それらを組
み合わせて提示する手法の実現を目指す．今後は，提案システ

表 1: 主な予約語一覧

予約語名 意味
データ取得用
RSV KEYWORD キーワード（指定単語）

SPARQL 文で指定するためのキーワード
RSV TODAYDATE 今日の日付

SPARQL 文で指定するための日付
RSV TODAYISO8601 今日の日付 (ISO8601 形式）

SPARQL 文で指定するための日付
情報表示用
RSV TITLE タイトル
RSV LINKURL 情報へのリンク URL

RSV DESCRIPTION 内容
RSV STARTPERIOD 開始日時
RSV ENDPERIOD 終了日時
RSV LOCATION 開催場所
RSV ADDITIONAL 付加情報

図 6: Open Knowledge Dictionaryの情報表示例
　　　（出典：文部科学省ホームページ）

ムの評価を行うとともに，対象とするコンテンツをWebサイ
トだけではなく，例えばテレビ番組のようなマルチメディアコ
ンテンツにまで拡張し，多様なコンテンツの理解をサポートす
る手法の検討も行う予定である．
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